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研究成果の概要（和文）：本研究は周産期の尿失禁予防の観点から、骨盤底筋群だけではなくコアマッスルも含
めた新しい概念で尿失禁予防に取り組んだ。目的は「尿失禁を予防する分娩期のケアプログラムの開発」であ
る。研究方法は、記述的比較研究である。介入群は、コアマッスルを強化するエクササイズを行い、分娩時は骨
盤底筋群の障害を最小限にする伸展位と6秒以内の努責を実施した。対照群は、通常の妊娠期ケア、分娩時は屈
曲位でバルサルバ呼吸法を実施した。産後1か月の尿失禁の有症率を比較した。両群で尿失禁の有料率に有意差
はなかった。

研究成果の概要（英文）：From the viewpoint of preventing perinatal urinary incontinence, this study 
addressed urinary incontinence prevention using a new concept that includes not only the pelvic 
floor muscles but also the core muscles. The purpose of this study is to develop a midwifery care 
program during delivery to prevent urinary incontinence. This research was a descriptive comparative
 study. In the midwifery care program group, exercises to strengthen the core muscles were 
performed. At the time of delivery, the straight extension maternal position and pushing within 6 
seconds were performed to minimize damage of the pelvic floor muscles. In the control group, normal 
pregnancy care and Valsalva maneuver in flexion during delivery were performed. We compared the 
dichotomized data between the absence and presence of urinary incontinence at 1 month postpartum. 
There was no significant difference in the rate of urinary incontinence between the 2 groups.

研究分野： 医歯薬学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本邦の産後尿失禁発生率は、26.2～35.5％と報告されている。本邦の出産年齢は、年々上昇している。出産の高
齢化は、分娩所要時間が遷延傾向にあり、骨盤底筋群の負担も大きくなる。現在の分娩時の姿勢は、脊柱を丸め
努責を行うという方法が多くの施設で行われている。これは、コアの概念では、腹圧の負荷を骨盤底筋が直接受
け、産後の尿失禁増加の可能性を高める。骨盤底筋群の損傷を最小限にするには、脊柱を伸展し自然な腹圧をか
ける努責が必要である。既に尿失禁が起こってから骨盤底筋群トレーニングを行うことは、機能回復に限界があ
る。骨盤底筋群の障害を最小限に抑えることが重要であり、この効果は女性のQOL向上に寄与する。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



1. 研究開始当初の背景 
 尿失禁の原因には、妊娠・分娩が関与していることはよく知られている。本邦での産褥 1 か月の尿
失禁の発症率は 25.2％～35.5％と報告されている（河内 2009；高岡 2014）。産後の尿失禁は育児期に
ある女性の QOL を著しく低下させる。妊娠期の尿失禁の要因は、増加する胎児と子宮などの重量の増
加による膀胱圧迫や骨盤底筋群への負荷である。分娩期では、産道の胎児通過に伴う骨盤底筋群への
損傷である。尿失禁の治療は、骨盤底筋訓練が一般的である。しかし、その効果には差があり、実践方
法を習得するにも時間を要する。 
 一方、尿失禁の原因は骨盤底筋群の損傷だけでなく体幹機能の障害という報告があった（田舎中
2011；久保田 2014；増田 2016）。すなわち‘コア’と呼ばれる腹腔の筋肉は、上が横隔膜、横が腹横筋、
背部が多裂筋、下が骨盤底筋群で構成される。これらは相互に影響し合う（Hodges2000, 2007; Park2015）
ため、骨盤底筋群だけに注目しても尿失禁の根本的な解決には至らない。また、尿失禁が起こってから
では回復にも限界がある。そこで本研究では、妊娠・分娩期において‘コア’の筋肉全体を含めた尿失禁
予防について検討し、尿失禁予防の観点で妊娠期および分娩期のケアプログラムの作成が必要である
と考えた。 
 
2. 研究目的 

コアの概念を活用した「尿失禁を予防する分娩期のケアのプログラム開発」である。 
 
3. 研究の方法 
（1）文献レビュー：努責方法の相違（Valsalva 法と自然な努責法）による尿失禁の発症に差はあるの
かをクリニカルクエスチョンとして PICOS で問題の整理を行った。医学中央雑誌 Web、MEDLINE、
CINAHL、Cochrane Library、EMBASE、PubMed のデータベースを使用して文献を検索した。Cochrane 
Handbook 及び PRISMA checklist に沿った方法でシステマティックレビュー、メタアナリシスを行っ
た。 
 (2) プログラム開発：コアの概念では、筋肉の特性を知る必要性があったため、助産師だけではなく
筋肉に精通する理学療法士の協力を得て学際的にプログラムを作成した。プログラム内容は、文献レ
ビューを行い、尿失禁に影響する要因の項目を抽出した。その要因についてクリニカルクエスチョン
として問題の整理を行い、その後 PubMed Cochrane Library にて検索を行い、的確な文献を探索した。
最初は、分娩期のプログラムを作成したがプレテストの結果、プログラム群とコントロール群に差が
なかったため再検討を行った。妊娠期に尿失禁が増加することから、妊娠期にコアマッスルを強化す
ることがその後の尿失禁予防につながると考えた。コアマッスルを構成する横隔膜、多裂筋、腹横筋を
強化するエクササイズを妊娠経過に支障がないような内容で理学療法士と共に考案し作成した。 
（3）プログラムの効果検証：対象は初産婦とした。骨盤底筋群の損傷に関して交絡因子を排除するた
めに経産婦は除外した。プログラム介入群とコントロール群に分け、妊娠初期、末期、産後 1 か月の
縦断研究とし、尿失禁の変化を群間及び郡内比較した。Primary outcome は尿失禁である。交絡因子と
なる骨盤外計測も実施した。尿失禁の有無及び程度は自記式質問紙の International Consultation on 
Incontinence Questionnaire- Short Form: ICIQ-SF(以下 ICIQ-SF とする)を使用した。 
 



4. 研究成果 
（1）努責の効果における文献レビュー：16 文献（Randomized Controlled Trial: RCT）を対象とした
システマティックレビューとメタアナリシスを行った。コアマッスルの構成の一つである横隔膜は、
分娩時には努責として機能する。努責の方法には、Valsalva 法と自然な努責（呼気を中心として可能な
限り努責を逃す方法）の 2 つがある。これらが、骨盤底筋にどのように影響しているのかを調査した。
Primary outcome を尿失禁として、文献レビューを行った結果、2 つの RCT が抽出された。しかし、
一つは dichotomous data、もう一つはスコア化された continuous data でありメタアナリシスはできな
かった。 
（2）コアマッスルを強化するプログラム開発：プログラム作成にあたり、理学療法士（産科診療所で
母親学級などエクササイズ担当専門）の協力を得た。プログラム内容は、妊娠中のコアマッスルを強化
するエクササイズの実施、分娩中は伸展した体位で自然な努責を行うケアである。コアマッスルは、上
が横隔膜、横が腹横筋、背部は多裂筋、そして下が骨盤底筋で構成される。これらの筋肉が協調でき、
骨盤底筋の障害を最小限にする内容を作成した。 
妊娠期：妊娠経過に影響がないように横隔膜、腹横筋、多裂筋の強化をはかるようなエクササイズを作
成した。 
分娩期：耳・肩峰・大転子が一直線になる伸展した体位で分娩する。これは、多裂筋を屈曲せず、横隔
膜の動きを活かした姿勢で骨盤底筋への負荷を最小限にすると考えられる。子宮口全開大後の努責は、
吸気を溜め込まない自然な努責（6 秒以内）とする。骨盤底に負荷がかかりにくい。Valsalva 法では、
胸腔内圧と腹腔内圧が同時にかかり、自然な呼吸法と比較すると子宮内圧は 62％増加し、骨盤底筋群
に負荷がかかると考えられる。 
（3）プレテスト：対象者は初産婦とし 32 名の同意を得た。研究方法は、分娩時のプログラム介入と
し、努責と分娩時の姿勢をコントロール群と比較した。プログラム介入群は、体幹を伸展する体位で自
然な呼吸法を用いて児を娩出した。コントロール群は、屈曲した体位で Valsalva 法の努責法を使用し
て児を娩出した。産後 1 か月の尿失禁の有症率を ICIQ-SF で確認した。その結果、両群に有意差はな
かった。 

表 1 program 介入群とコントロール群の産褥 1 か月の尿失禁の有症率の比較  
 
 
 
 
 
（4）妊娠期の骨盤外計測：正常に経過した妊娠 34 週～37 週の妊婦 50 名を対象とし、骨盤外計測値
と尿失禁との関連を調査した。尿失禁の測定ツールは ICIQ-SF を使用し骨盤外計測値と尿失禁の相関
を調査した。その結果、尿失禁を有した者は 26 名（53.6％）であった。ICIQ-SF スコアの平均は 6.5
点であった。尿失禁の多かった者は、棘間径の傾き、側結合線の距離と傾き、恥骨結合開大が有意に大
きかった。 
（5）産褥期の骨盤外計測：59 名の初産婦を対象とした。尿失禁の測定ツールは ICIQ-SF を使用し骨
盤外計測値と尿失禁の相関を調査した。その結果、尿失禁を有する者は 10 名（28.8％）であった。年

 尿失禁有 尿失禁無 計 

Program 介入群 3 15 18 

コントロール群 1 13 14 

計 4 28 32 



齢の高い者、外斜径距離が大きい者、棘間径距離と傾斜角度が大きい者ほど有意に尿失禁が多かった。 
 
（6）妊娠・分娩期のプログラム縦断比較研究：初産婦を対象とし、妊娠初期・後期、産褥 1 か月にプ
ログラム介入群とコントロール群を比較した縦断比較研究である。対象者は 85 名の同意を得たが、24
名が脱落し、分析対象者は 61 名であった。研究方法は、プログラム介入とコントロール群に分けて、
妊娠初期（妊娠 20 週未満）、妊娠後期（妊娠 35 週以降－分娩前日まで）、産褥 1 か月の 3 回調査を行
った。自記式質問紙は、介入群では ICIQ-SF とエクササイズ実施状況、コントロール群で ICIQ-SF を
実施した。また、交絡因子として両群ともに骨盤外計測を行った。Outcome は産後 1 か月の尿失禁の
有無とした。その結果、尿失禁の有症率は妊娠初期 16 名（26.2％）、妊娠末期 37 名（60.7％）、産褥 1
か月 17 名（27.9％）であった。産褥 1 か月の尿失禁の群間比較では有意差はなかった。 
 
        表 2  program 介入群とコントロール群の産褥 1 か月の尿失禁の有症率の比較 

  尿失禁有 尿失禁無 計 

Program 介入群 9 24 33 

コントロール群 9 19 28 

計 18 43 61 

 
（7）尿失禁の有無の要因分析：産褥 1 か月で尿失禁の有る者と無い者を 2 群に分け、ロジスティック
回帰分析を行った。その結果、棘間径の短縮している者、左右の上後腸骨棘の傾きが大きい者、左側結
合線の大きい者に有意に尿失禁が多かった。 
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